
厚生労働部会次第

平成 24年 4月 20日 (金 )
8時 党本部 702号 室

【議題】 1、 移植に用いる造血幹細胞の適切な提供の確保に関する法律案
(議員立法)について

2、 労働契約法の一部を改正する法律案 (閣法)について

一、開会 。進行 加 藤 勝 信 部会長代理

一、挨拶 宮 沢 洋 一 部会長

一、移植に用いる造血幹細胞の適切な提供の確保に関する法律案
(議員立法)について

公明党 渡辺 孝男 厚生労働部会長

自民党 古川 俊治 厚生労働副部会長 (説明)

(質疑・応答 )

一、労働契約法の一部を改正する法律案 (閣法)について

厚生労働省  (説明)

一般社団法人 日本経済団体連合会、日本商工会議所よリヒアリング

(質疑・応答 )

一、閉会
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(議題 1)

参議院法制局 第 2部 村上たか 第 1課長

厚生労働省 健康局  間隆―郎臓器移植室長

(議題2)

日本経済団体連合会  川本裕康 常務理事
田中秀明 労働法制本部長
鈴木重也 労働法制本部主幹

日本商工会議所    宮城 勉 常務理事
平澤哲哉 産業政策第二部 課長
米村達郎 産業政策第二部 主任調査役

厚生労働省      労働基準局   金子順― 局長
大臣官房審議官 熊谷毅  審議官

(労働条件政策担当)

労働基準局   田中誠二労働条件政策課長



移植 に用 いる造血幹細胞の道切な提供の確保に関する法律案

造血幹細胞 :血液の元となる細胞。移植に用いるものとしては、O骨髄 (骨の中にある柔組織を採
取)、 ②末梢血幹細胞 (薬で末梢血中の造血幹細胞を増やして採取)、 0騰帯血 (出産
後のへその結及び胎盤から採IIP)の 3種類がある。

造血幹細胞移植 :白血病や再生不良性員血等の治療として、造血幹細胞を移植する治療法

造血幹細胞移植とバンク制度

○骨髄移植・末梢血幹細胞移植を行うためには、HLA(自 血球の型)が一致する者 (ドナー)を
探し、その者を患者と結びつけるあつせんが必要

【現在は、骨髄移植推進財国 (骨髄バンク)が実施】
○糖帯血移植を行うためには、採取した騰帯血の調製や凍結保存等が必要

【現在は、全国に8ある情帯血ノヽンクが実施】

造血幹細胞移植には、バンク制度が不可欠であるが、現状では、骨髄バンク・鷹帯血バンク

とも、根拠法がない中、厚生労lel省や日本赤十字社の支援を受けながら、業務を実施

根拠法の必要性

○治療成績の向上や高齢イヒに伴って移植のニーズが増力0する

‐)移植を必要とする患者が移植を受ける機会が十分に確保されるよう、法整備により、国とし
て造血幹細胞の提供の促進を図ることが必要

○バンクに関する規制が存在しない

■ バンクの業務は、患者や ドナーの健康に関わるものであり、法律により、適切に業務が行わ

れることを担保するための規制が必要

○バンクの運営が財政的に不安定

■ 造血幹細18が安定的に提供されるためには、アヽンクの安定的な事業運営を確保するための財

政上の措置等について法律で規定することが必要

移植に用いる造血幹細胞の適切な提供の蘊保を回り、もって遣血幹細胞移植の円滑かつ

適正な実施に資する (=患者がよりよい移植を豊けられる〕

法案の主な内容

○造血幹細胞の適切な提供の確保に関し、基本理念、国やバンク等の責務、国の施策 (国民の理解

の増進、3種類の造血幹細胞に関する情報の一体的な提供、バンクの安定的な事業運営の確保等 )
を規定

○骨髄バンク・謄帯血ノヽンクを許可制とし、骨髄バンクに対してはドす―の健康の保護、騰帯血バ

ンクに対しては品質の確保に関する基準の遵守など、業務遂行上必要な義務を課す

○骨髄バンク・謄帯血ノヽンクに対する補助の規定を設ける

○骨髄バンク・膳帯血ノヽンクに文」する支援を行う支援機関を全国で 1個に限り指定 (日本赤十字
社を想定)



移植に用いる造血幹細胞の適切な提供の確保に関する法律案概要

移植に用いる造血幹細胞 〔骨髄・末梢血幹細胞・膀帯血〕の適切な提供の確保に関し、基本

理念を定め、国の責務等を明らかにし、及び移植に用いる造血幹細胞の適切な提供の確保に関

する施策の基本となる事項について定めるとともに、骨髄・末梢血幹細胞提供あっせん事業及

び暦帯血供給事業について必要な規制及び助成を行うこと等により、移植に用いる造血幹細胞

の適切な提供の確保を図り、もって造血幹細胞移植の円滑かつ適正な実施に資する。

1 基本理
① 造血幹細胞移植を必要とする者がこれを受ける機会が十分に確保されることを旨として、移植

に用いる造血幹細胞の提供の促進が図られなければならないこと。

② 移植に用いる造血幹細胞の提供は、任意にされたものでなければならないこと。

③ 造血幹細胞移植を受ける機会が公平に与えられるよう配慮されなければならないこと。

④ 移植に用いる造血幹細胞の安全性が確保されなければならないこと。

⑤ 移植に用いる骨髄又は未梢血幹細胞の提供者の健康の保護が図られなければならないこと。

⑥ 移植に用いる膀帯血の品質の確保が図られなければならないこと。

① 国は、移植に用いる造血幹細胞の適切な提供の確保に関する施策を策定。実施すること。

② 地方公共団体は、国との適切な役割分担を踏まえて、施策を策定。実施すること。

③ 造血幹細胞提供関係事業者 〔第 5。 第6の事業者〕及び第7の支援機関は、移植に用いる造血

幹細胞の適切な提供の確保に積極的に寄与するよう努めること。

④ 医療関係者は、国。地方公共団体の講ずる施策に協力するよう努めること。特に、医療機関は、

第4③の取組に必要な情報の提供に努めること。

⑤ ①～④の者は、相互に連携を図りながら協力するよう努めること。

3 基本
厚生労働大臣は、移植に用いる造血幹細胞の適切な提供の確保を図るための基本方針を策定・

公表すること。

4 移植に用いる造血幹細胞の適切な提供の確保のための
① 国及び地方公共団体は、国民の理解を深めるよう必要な施策を講ずること。

② 国は、移植に用いる造血幹細胞の提供に関する情報が一体的に提供されるよう必要な施策を講

ずること。

③ 国は、移植に用いる骨髄又は末梢血幹細胞を提供した者及び移植に用いる造血幹細胞の提供を

受けた者の健康等の状況の把握及び分析の取組を支援するために必要な施策を講ずること。

④ 国は、造血幹細胞提供関係事業者の安定的な事業の運営を確保するため、財政上の措置その他

必要な施策を講ずること。

⑤ 国は、移植に用いる造血幹細胞の適切な提供の確保に資する研究開発の促進等に必要な施策を

講ずること。

⑥ 国は、移植に用いる造血幹細胞の提供に関する国際協力の推進に必要な施策を講ずること。

⑦ 国は、移植に用いる骨髄及び末梢血幹細胞の採取に係る医療提供体制の整備に必要な施策を講

ずること。
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5 骨髄・末梢血幹細胞提供あっせん事業 〔骨髄バンク〕
① 骨髄。末梢血幹細胞提供あっせん事業 (移植に用いる骨髄又は末梢血幹細胞の提供のあっせん

を行う事業)を許可制とすること。

② 営利を目的としてその事業を行おうとする者でないこと、移植に用いる骨髄又は末梢血幹細胞

の安全性の確保や提供する者の健康の保護のために必要な措置を講じていること等の要件を

満たしていなければ、許可を受けられないこと。

③ 移植に用いる骨髄又は末梢血幹細胞の安全性が確保されるよう必要な措置を講じなければな

らないこと。

④ 提供する者の健康の保護のための措置等を講じなければならないこと。

⑤ 提供しようとする者に対し、適切な説明を行い、その同意を得なければならないこと。

③ 国は、骨髄・末梢血幹細胞提供あっせん事業に要する費用の一部を補助することができること。

⑦ 守秘義務、監督、援助等について定めること。

6 騰帯血供給事業 〔晴帯血バンク〕
① 磨帯血供給事業 (移植に用いる踏帯血の採取、調製、保存、検査、引渡し等を行う事業。私的

バンク事業を除く。)を許可制とすること。

② 営利を目的としてその事業を行おうとする者でないこと、暦帯血供給業務の方法が③の基準に

適合していること等の要件を満たしていなければ、許可を受けられないこと。

③ 踏帯血供給事業を行うに当たっては、膀帯血供給業務の方法に関して移植に用いる膀帯血の品

質の確保のために必要なものとして厚生労働省令で定める基準を遵守 Lノなければならないこ

と。

④ 提供しようとする妊婦に対し、適切な説明を行い、その同意を得なければならないこと。

⑤ 移植に用いる磨帯血に関する情報を第 7の支援機関に対し提供しなければならないこと。

⑥ 厚生労働省令で定める基準に従い、磨帯血供給業務の遂行に支障のない範囲内において、その

採取した移植に用いる磨帯血を研究のために自ら利用し、又は提供することができること。

⑦ 国は、踏帯血供給事業に要する費用の一部を補助することができること。

③ 守秘義務、監督、援助等について定めること。

7 造血幹細胞提供支援機関 〔日本赤十字社を想定〕
① 厚生労働大臣は、営利を目的としない法人等であって、②の支援業務を適正・確実に行うこと

ができると認められるものを、その申請により、全国を通じて一個に限り、造血幹細胞提供支

援機関 (以下「支援機関」という。)と して指定することができること。

② 支援機関は、 (1)骨髄。末梢血幹細胞ドナー登録その他造血幹細胞提供関係事業者に対する協

力、(2)造血幹細胞提供関係事業者間の連絡調整、(3)移植に用いる造血幹細胞に関する情報の

一元的な管理・提供、 に)移植に用いる造血幹細胞の提供に関する普及啓発を行うこと。
③ 国は、②の支援業務に要する費用の一部を補助することができること。

④ 守秘義務、監督等について定めること。

8 そ

罰則、施行期 日 (公布 日から 1年 6月 以内)、 経過措置その他所要の規定を置くこと。
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の
提
供
は
、
任
意
に
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。（第

三
条
第
二
項
関
係
）

３
　
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
造
血
幹
細
胞
移
植
を
必
要
と
す
る
者
が
造
血
幹
細
胞
移
植
を
受

け
る
機
会
が
公
平
に
与
え
ら
れ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
　
　
　
　
　

（第
二
条
第
三
項
関
係
）

４
　
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
が
人
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
に
鑑
み
、
そ
の
安
全
性
が
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
三
条
第
四
項
関
係
）

５
　
移
植
に
用
い
る
骨
髄
及
び
移
植
に
用
い
る
末
梢
血
幹
細
胞
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
そ
の
採
取
に
身
体
的
負
担
を
伴
う

こ
と
に
鑑
み
、
移
植
に
用
い
る
骨
髄
又
は
移
植
に
用
い
る
末
梢
血
幹
細
胞
を
提
供
す
る
者
の
健
康
の
保
護
が
十
分
に
図

三



四

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
三
条
第
五
項
関
係
）

６
　
移
植
に
用
い
る
暦
帯
血
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
移
植
に
用
い
る
膚
帯
血
の
特
性
及
び
そ
の
提
供
に
調
製
、
保
存
等
の

過
程
を
伴
う
こ
と
に
鑑
み
、
そ
の
安
全
性
そ
の
他
の
品
質
の
確
保
が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

（第
三
条
第
六
項
関
係
）

四
　
国
の
責
務

国
は
、
三
の
基
本
理
念

（以
下

「基
本
理
念
」
と
い
う
。
）
に
の
っ
と
り
、
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
適
切
な
提

供
の
確
保
に
関
す
る
施
策
を
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
こ
と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
四
条
関
係
）

五
　
地
方
公
共
団
体
の
責
務

地
方
公
共
団
体
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
国
と
の
適
切
な
役
割
分
担
を
踏
ま
え
て
、
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞

の
適
切
な
提
供
の
確
保
に
関
す
る
施
策
を
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
こ
と
。
　

　

　

　

（第
五
条
関
係
）

エハ
　
造
血
幹
細
胞
提
供
関
係
事
業
者
等
の
責
務

第
四
の
三
の
骨
髄

。
末
梢
血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
事
業
者
及
び
第
五
の
三
の
暦
帯
血
供
給
事
業
者

（以
下

「造
血
幹

細
胞
提
供
関
係
事
業
者
」
と
い
う
。
）
並
び
に
第
六
の

一
の
支
援
機
関
は
、
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
提
供
に
お
い



て
中
核
的
な
役
割
を
果
た
す
べ
き
こ
と
に
鑑
み
、
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
適
切
な
提
供
の
確
保
に
積
極
的
に
寄
与

す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
六
条
関
係
）

七
　
医
療
関
係
者
の
責
務

１
　
医
師
そ
の
他
の
医
療
関
係
者
は
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
が
講
ず
る
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
適
切
な
提
供
の

確
保
に
関
す
る
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
　
　
　
　
　
　
　
（第
七
条
第

一
項
関
係
）

２
　
医
療
機
関
の
開
設
者
及
び
管
理
者
は
、
第
二
の
三
の
健
康
等
の
状
況
の
把
握
及
び
分
析
の
た
め
の
取
組
に
必
要
な
情

報
の
提
供
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
七
条
第
二
項
関
係
）

八
　
関
係
者
の
連
携

国
、
地
方
公
共
団
体
、
造
血
幹
細
胞
提
供
関
係
事
業
者
、
第
六
の

一
の
支
援
機
関
及
び
医
療
関
係
者
は
、
移
植
に
用
い

る
造
血
幹
細
胞
の
適
切
な
提
供
の
確
保
を
図
る
た
め
、
相
互
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
八
条
関
係
）

第
二
　
基
本
方
針

１
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
適
切
な
提
供
の
確
保
を
図
る
た
め
の
基
本
的
な
方
針

（以
下

五



エハ

「基
本
方
針
」
と
い
う
。
）
を
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
九
条
第

一
項
関
係
）

２
　
基
本
方
針
は
、
①
か
ら
④
ま
で
の
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
　

　

　

　

（第
九
条
第
二
項
関
係
）

①
　
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
適
切
な
提
供
の
確
保
に
関
す
る
基
本
的
な
方
向

②
・　
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
提
供
の
目
標
そ
の
他
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
提
供
の
促
進
に
関
す
る
事
項

③
・　
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
安
全
性
の
確
保
に
関
す
る
事
項

④
　
そ
の
他
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
適
切
な
提
供
の
確
保
に
関
し
必
要
な
事
項

第
三
　
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
適
切
な
提
供
の
確
保
の
た
め
の
施
策

一　

国
民
の
理
解
の
増
進

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
教
育
活
動
、
広
報
活
動
等
を
通
じ
て
、
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
適
切
な
提
供
の
確

保
に
関
す
る
国
民
の
理
解
を
深
め
る
よ
う
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
　
　
　
　
　
　
（第
十
条
関
係
）

一
一　
情
報
の

一
体
的
な
提
供

国
は
、
造
血
幹
細
胞
移
植
を
行
お
う
と
す
る
医
師
そ
の
他
の
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
を
必
要
と
す
る
者
に
対
し
て

移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
提
供
に
関
す
る
情
報
が

一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る



こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
十

一
条
関
係
）

〓
一　
提
供
者
等
の
健
康
等
の
状
況
の
把
握
及
び
分
析
の
た
め
の
取
組
の
支
援

国
は
、
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
適
切
な
提
供
の
確
保
に
資
す
る
よ
う
、
移
植
に
用
い
る
骨
髄
又
は
移
植
に
用
い

る
末
梢
血
幹
細
胞
を
提
供
し
た
者
及
び
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
提
供
を
受
け
た
者
の
健
康
等
の
状
況
の
把
握
及
び

分
析
の
た
め
の
取
組
を
支
援
す
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
　
　
　

　
　

（第
十
二
条
関
係
）

四
　
造
血
幹
細
胞
提
供
関
係
事
業
者
の
安
定
的
な
事
業
運
営
の
確
保

国
は
、
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
適
切
な
提
供
の
確
保
に
資
す
る
よ
う
、
造
血
幹
細
胞
提
供
関
係
事
業
者
の
安
定

的
な
事
業
の
運
営
を
確
保
す
る
た
め
、
財
政
上
の
措
置
そ
の
他
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（第
十
三
条
関
係
）

五
　
研
究
開
発
の
促
進
等

国
は
、
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
適
切
な
提
供
の
確
保
に
資
す
る
研
究
開
発
の
促
進
及
び
そ
の
成
果
の
普
及
に
必

要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
十
四
条
関
係
）

エハ
　
国
際
協
力
の
推
進

ヒ



八

国
は
、
移
植
に
用
い
る
膀
帯
血
の
品
質
の
確
保
に
係
る
国
際
的
な
技
術
協
力
そ
の
他
の
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の

提
供
に
関
す
る
国
際
協
力
の
推
進
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
　
　
　
　
　
　
　
（第
十
五
条
関
係
）

七
　
移
植
に
用
い
る
骨
髄
及
び
移
植
に
用
い
る
末
梢
血
幹
細
胞
の
採
取
に
係
る
医
療
提
供
体
制
の
整
備

国
は
、
移
植
に
用
い
る
骨
髄
及
び
移
植
に
用
い
る
末
梢
血
幹
細
胞
の
提
供
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
移
植
に
用
い
る

骨
髄
及
び
移
植
に
用
い
る
末
梢
血
幹
細
胞
の
採
取
に
係
る
医
療
提
供
体
制
の
整
備
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る

こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
十
六
条
関
係
）

第
四
　
骨
髄

・
末
梢
血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
事
業

一　

骨
髄

。
末
梢
血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
事
業
の
許
可

骨
髄

・
末
梢
血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
事
業
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
十
七
条
関
係
）

一
一　
許
可
の
基
準

厚
生
労
働
大
臣
は
、

一
の
許
可
の
申
請
が
①
か
ら
⑤
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
で
な
け
れ
ば
、

一
の
許
可
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
十
八
条
関
係
）



②  ①

営
利
を
目
的
と
し
て
そ
の
事
業
を
行
お
う
と
す
る
者
で
な
い
こ
と
。

移
植
に
用
い
る
骨
髄
又
は
移
植
に
用
い
る
末
梢
血
幹
細
胞
の
安
全
性
の
確
保
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
い
る

ア
」
Ｌ
」
。

③
　
移
植
に
用
い
る
骨
髄
又
は
移
植
に
用
い
る
末
梢
血
幹
細
胞
を
提
供
す
る
者
の
健
康
の
保
護
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を

講
じ
て
い
る
こ
と
。

④
・
そ
の
事
業
を
公
平
か
つ
適
正
に
行
わ
な
い
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
。

⑤
　
申
請
者
が
イ
か
ら
二
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
。

イ
　
成
年
被
後
見
人
若
し
く
は
被
保
佐
人
又
は
破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て
復
権
を
得
な
い
者

口
　
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ

た
日
か
ら
三
年
を
経
過
し
な
い
者

ハ
　
九
に
よ
り
許
可
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
三
年
を
経
過
し
な
い
者

（当
該
許
可
を
取
り
消
さ
れ
た

者
が
法
人

（法
人
で
な
い
団
体
で
代
表
者
又
は
管
理
人
の
定
め
の
あ
る
も
の
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
る
場
合

に
お
い
て
は
、
当
該
取
消
し
の
処
分
に
係
る
行
政
手
続
法
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
あ
っ
た
日
前
六
十
日
以

九



一
〇

内
に
当
該
法
人
の
役
員

（法
人
で
な
い
団
体
で
代
表
者
又
は
管
理
人
の
定
め
の
あ
る
も
の
の
代
表
者
又
は
管
理
人
を

含
む
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
っ
た
者
で
当
該
取
消
し
の
日
か
ら
三
年
を
経
過
し
な
い
も
の
を
含
む
。
）

一
一　
法
人
で
そ
の
役
員
の
う
ち
に
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
の
あ
る
も
の

〓
一　
安
全
性
の
確
保

一
の
許
可
を
受
け
た
者

（以
下

「骨
髄

。
末
梢
血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
事
業
者
」
と
い
う
。
）
は
、
移
植
に
用
い
る

骨
髄
又
は
移
植
に
用
い
る
末
梢
血
幹
細
胞
の
安
全
性
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
こ
れ
ら
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
者
の
感
染
症

等

へ
の
罹
患
に
つ
い
て
の
調
査
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
　

　

　

（第
十
九
条
関
係
）

四
　
提
供
者
の
健
康
の
保
護
等
の
た
め
の
措
置

骨
髄

・
末
梢
血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
事
業
者
は
、
移
植
に
用
い
る
骨
髄
又
は
移
植
に
用
い
る
末
梢
血
幹
細
胞
を
提
供

す
る
者
に
対
す
る
健
康
診
断
の
実
施
そ
の
他
の
移
植
に
用
い
る
骨
髄
又
は
移
植
に
用
い
る
末
梢
血
幹
細
胞
を
提
供
す
る
者

の
健
康
の
保
護
の
た
め
の
措
置
及
び
移
植
に
用
い
る
骨
髄
又
は
移
植
に
用
い
る
末
梢
血
幹
細
胞
の
採
取
に
伴
う
健
康
被
害

の
補
償
の
た
め
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
二
十
条
関
係
）

五
　
採
取
に
当
た
っ
て
の
説
明
及
び
同
意



骨
髄

・
末
梢
血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
事
業
者
は
、
移
植
に
用
い
る
骨
髄
又
は
移
植
に
用
い
る
末
梢
血
幹
細
胞
の
採
取

に
当
た
っ
て
は
、
移
植
に
用
い
る
骨
髄
又
は
移
植
に
用
い
る
末
梢
血
幹
細
胞
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
、
こ
れ
ら

の
採
取
に
伴
う
身
体
的
負
担
、
こ
れ
ら
の
安
全
性
の
確
保
に
関
し
協
力
す
べ
き
事
項
そ
の
他
こ
れ
ら
の
採
取
に
関
し
必
要

な
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
説
明
を
行
い
、
そ
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
　

　

　

　

（第
二
十

一
条
関
係
）

エハ
　
秘
密
保
持
義
務

骨
髄

・
末
梢
血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
事
業
者

（そ
の
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
役
員
）
若
し
く
は

そ
の
職
員
又
は
こ
れ
ら
の
者
で
あ
っ
た
者
は
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
骨
髄

・
末
梢
血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
業
務
に
関

し
て
知
り
得
た
人
の
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
二
十
二
条
関
係
）

七
　
改
善
命
令

厚
生
労
働
大
臣
は
、
骨
髄

。
末
梢
血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
業
務
の
運
営
に
関
し
改
善
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
そ
の
必
要
の
限
度
に
お
い
て
、
骨
髄

・
末
梢
血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
事
業
者
に
対
し
、
そ
の
改
善
に
必
要
な
措
置

を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

八
　
事
業
の
休
廃
止

（第
二
十
五
条
関
係
）



一
二

骨
髄

。
末
梢
血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
事
業
者
は
、
骨
髄

・
末
梢
血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
事
業
の
全
部
又
は

一
部
を

休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
旨
を
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
二
十
六
条
関
係
）

九
　
許
可
の
取
消
し
等

厚
生
労
働
大
臣
は
、
骨
髄

・
末
梢
血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
事
業
者
が
①
か
ら
③
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き

は
、
そ
の
許
可
を
取
り
消
し
、
又
は
六
月
以
内
の
期
間
を
定
め
て
骨
髄

・
末
梢
血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
事
業
の
全
部
若

し
く
は

一
部
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
二
十
七
条
関
係
）

壬
⑤
イ
、
口
又
は
二
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
。

第
四
に
違
反
し
た
と
き
。

七
の
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

国
は
、
骨
髄

。
末
梢
血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
事
業
者
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
骨
髄

・
末
梢
血
幹
細
胞

提
供
あ

っ
せ
ん
事
業
に
要
す
る
費
用
の

一
部
を
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
　

　

　

　

　

　

（第
二
十
八
条
関
係
）

十

補 ③ ② ①
助



第
五
　
暦
帯
血
供
給
事
業

一　

暦
帯
血
供
給
事
業
の
許
可

暦
帯
血
供
給
事
業
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

（第
三
十
条
関
係
）

一
一　
許
可
の
基
準

厚
生
労
働
大
臣
は
、　
一
の
許
可
の
申
請
が
①
か
ら
④
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
で
な
け
れ
ば
、

一
の
許
可
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
三
十

一
条
関
係
）

①
　
営
利
を
目
的
と
し
て
そ
の
事
業
を
行
お
う
と
す
る
者
で
な
い
こ
と
。

②
　
そ
の
業
務
の
方
法
が
三
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。

③
　
そ
の
事
業
を
公
平
か
つ
適
正
に
行
わ
な
い
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
。

④
　
申
請
者
が
イ
か
ら
二
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
。

イ
　
成
年
被
後
見
人
若
し
く
は
被
保
佐
人
又
は
破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て
復
権
を
得
な
い
者

口
　
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な

一

．

一

一



一
四

っ
た
日
か
ら
三
年
を
経
過
し
な
い
者

ハ
　
十
に
よ
り
許
可
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
三
年
を
経
過
し
な
い
者

（当
該
許
可
を
取
り
消
さ
れ

た
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
取
消
し
の
処
分
に
係
る
行
政
手
続
法
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
通

知
が
あ
っ
た
日
前
六
卜
日
以
内
に
当
該
法
人
の
役
員
で
あ
っ
た
者
で
当
該
取
消
し
の
日
か
ら
三
年
を
経
過
し
な
い

も
の
を
含
む
。
）

一一　
法
人
で
そ
の
役
員
の
う
ち
に
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
の
あ
る
も
の

〓
一　
品
質
の
確
保
に
関
す
る
基
準
の
遵
守

一
の
許
可
を
受
け
た
者

（以
下

「暦
帯
血
供
給
事
業
者
」
と
い
う
。
）
は
、
暦
帯
血
供
給
事
業
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、

膀
帯
血
供
給
業
務
の
方
法
に
関
し
て
移
植
に
用
い
る
膳
帯
血
の
安
全
性
そ
の
他
の
品
質
の
確
保
の
た
め
に
必
要
な
も
の
と

し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
三
十
二
条
関
係
）

四
　
採
取
に
当
た
っ
て
の
説
明
及
び
同
意

膚
帯
血
供
給
事
業
者
は
、
移
植
に
用
い
る
暦
帯
血
の
採
取
に
当
た
っ
て
は
、
移
植
に
用
い
る
磨
帯
血
を
提
供
し
よ
う
と

す
る
妊
婦
に
対
し
、
採
取
し
た
移
植
に
用
い
る
暦
帯
血
の
使
途
、
移
植
に
用
い
る
暦
帯
血
の
安
全
性
の
確
保
に
関
し
協
力



す
べ
き
事
項
そ
の
他
移
植
に
用
い
る
暦
帯
血
の
採
取
に
関
し
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
説
明
を
行
い
、
そ
の
同
意
を

得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
三
十
三
条
関
係
）

五
　
支
援
機
関
に
対
す
る
情
報
の
提
供

膚
帯
血
供
給
事
業
者
は
、
そ
の
保
存
す
る
移
植
に
用
い
る
暦
帯
血
に
関
し
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
情
報
を
第
六
の

一

の
支
援
機
関
に
対
し
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
二
十
四
条
関
係
）

エハ
　
研
究
目
的
で
の
利
用
及
び
提
供

膀
帯
血
供
給
事
業
者
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
暦
帯
血
供
給
業
務
の
遂
行
に
支
障
の
な
い
範
囲
内

に
お
い
て
、
そ
の
採
取
し
た
移
植
に
用
い
る
暦
帯
血
を
研
究
の
た
め
に
自
ら
利
用
し
、
又
は
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
三
十
五
条
関
係
）

七
　
秘
密
保
持
義
務

磨
帯
血
供
給
事
業
者

（そ
の
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
役
員
）
若
し
く
は
そ
の
職
員
又
は
こ
れ
ら
の

者
で
あ
っ
た
者
は
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
膳
帯
血
供
給
業
務
に
関
し
て
知
り
得
た
人
の
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い

こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
三
十
六
条
関
係
）

一
五



一　
エハ

八
　
改
善
命
令

厚
生
労
働
大
臣
は
、
磨
帯
血
供
給
業
務
の
運
営
に
関
し
改
善
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
必
要
の
限
度
に

お
い
て
、
暦
帯
血
供
給
事
業
者
に
対
し
、
そ
の
改
善
に
必
要
な
措
置
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。（第

二
十
九
条
関
係
）

九
　
事
業
の
休
廃
止

磨
帯
血
供
給
事
業
者
は
、
腑
帯
血
供
給
事
業
の
全
部
又
は

一
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら

か
じ
め
、
そ
の
旨
を
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
四
十
条
関
係
）

十
　
許
可
の
取
消
し
等

厚
生
労
働
大
臣
は
、
暦
帯
血
供
給
事
業
者
が
①
か
ら
③
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
許
可
を
取
り
消

し
、
又
は
六
月
以
内
の
期
間
を
定
め
て
膚
帯
血
供
給
事
業
の
全
部
若
し
く
は

一
部
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

（第
四
十

一
条
関
係
）

二
④
イ
、
口
又
は
二
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
。

第
五
に
違
反
し
た
と
き
。

②  ①



③
　
八
の
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

十

一　

補
助

国
は
、
膳
帯
血
供
給
事
業
者
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
磨
帯
血
供
給
事
業
に
要
す
る
費
用
の

一
部
を
補
助

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
四
十
二
条
関
係
）

第
六
　
造
血
幹
細
胞
提
供
支
援
機
関

一　

支
援
機
関
の
指
定

厚
生
労
働
大
臣
は
、
営
利
を
目
的
と
し
な
い
法
人
で
あ
っ
て
、
二
①
か
ら
④
ま
で
の
業
務

（以
下

「支
援
業
務
」
と
い

う
。
）
を
適
正
か
つ
確
実
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
、
そ
の
申
請
に
よ
り
、
全
国
を
通
じ
て

一
個
に

限
り
、
造
血
幹
細
胞
提
供
支
援
機
関

（以
下

「支
援
機
関
」
と
い
う
。
）
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

（第
四
十
四
条
第

一
項
関
係
）

一
一　
支
援
機
関
の
業
務

支
援
機
関
は
、
①
か
ら
④
ま
で
の
業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
四
十
五
条
関
係
）

①
・　
移
植
に
用
い
る
骨
髄
又
は
移
植
に
用
い
る
末
梢
血
幹
細
胞
を
提
供
す
る
意
思
が
あ
る
者
の
登
録
そ
の
他
造
血
幹
細

一
七



一
「八

胞
提
供
関
係
事
業
者
の
行
う
骨
髄

・
末
梢
血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
事
業
及
び
暦
帯
血
供
給
事
業
に
必
要
な
協
力
を

行
う
こ
と
。

②
　
造
血
幹
細
胞
提
供
関
係
事
業
者
の
行
う
骨
髄

・
末
梢
血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
事
業
及
び
磨
帯
血
供
給
事
業
に
つ

い
て
、
必
要
な
連
絡
調
整
を
行
う
こ
と
。

③
　
①
の
登
録
を
し
た
者
に
係
る
移
植
に
用
い
る
骨
髄
及
び
移
植
に
用
い
る
末
梢
血
幹
細
胞
に
関
す
る
情
報
並
び
に
第

五
の
五
に
よ
り
膳
帯
血
供
給
事
業
者
か
ら
提
供
さ
れ
た
移
植
に
用
い
る
暦
帯
血
に
関
す
る
情
報
を

一
元
的
に
管
理
し
、

並
び
に
こ
れ
ら
の
情
報
を
造
血
幹
細
胞
移
植
を
行
お
う
と
す
る
医
師
そ
の
他
の
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
を
必
要

と
す
る
者
に
提
供
す
る
こ
と
。

④
　
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
提
供
に
関
す
る
普
及
啓
発
を
行
う
こ
と
。

〓
一　
秘
密
保
持
義
務

支
援
機
関
の
役
員
若
し
く
は
職
員
又
は
こ
れ
ら
の
職
に
あ
っ
た
者
は
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
支
援
業
務
に
関
し
て
知

り
得
た
人
の
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
四
十
六
条
関
係
）

四
　
監
督
命
令



厚
生
労
働
大
臣
は
、
支
援
業
務
の
適
正
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
支
援
機
関
に
対
し
、
支

援
業
務
に
関
し
監
督
上
必
要
な
命
令
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
四
十
九
条
関
係
）

五
　
業
務
の
休
廃
止

支
援
機
関
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
、
支
援
業
務
の
全
部
又
は

一
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
て

は
な
ら
な
い
こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
五
十
条
関
係
）

エハ
　
指
定
の
取
消
し

厚
生
労
働
大
臣
は
、
支
援
機
関
が
①
又
は
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、

一
に
よ
る
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
が

で
き
る
こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
五
十

一
条
第

一
項
関
係
）

①
・　
支
援
業
務
を
適
正
か
つ
確
実
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

②
　
四
の
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

七
　
補
助

国
は
、
支
援
機
関
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
支
援
業
務
に
要
す
る
費
用
の

一
部
を
補
助
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
五
十
二
条
関
係
）

一
九



二
〇

所
要
の
規
定
を
設
け
る
こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
五
十
五
条
か
ら
第
六
十
条
ま
で
関
係
）

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て

一
年
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る

（附
則
第

一
条
関
係
）

一
一　
経
過
措
置
そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
。

第
七
　
罰
則

罰
則
に
つ
い
て
、

第
八
　
施
行
期
日
等

一　
施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、

こ

と

。



移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
適
切
な
提
供
の
確
保
に
関
す
る
法
律

（案
）

目
次第

一
章
　
総
則

（第

一
条
―
第
八
条
）

第
二
章
　
基
本
方
針

（第
九
条
）

第
二
章
　
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
適
切
な
提
供
の
確
保
の
た
め
の
施
策

（第
十
条
―
第
十
六
条
）

第
四
章
　
骨
髄

・
末
梢
血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
事
業

（第
十
七
条
―
第
二
十
九
条
）

第
五
章
　
膚
帯
血
供
給
事
業

（第
二
十
条
―
第
四
十
三
条
）

第
六
章
　
造
血
幹
細
胞
提
供
支
援
機
関

（第
四
十
四
条
―
第
五
十
二
条
）

第
七
章
　
雑
則

（第
五
十
三
条

・
第
五
十
四
条
）

第
八
章
　
罰
則

（第
五
十
五
条
―
第
六
十
条
）

附
則

第

一
章
　
総
則

（目
的
）



一
　
　
　
　
　
．

第

一
条
　
こ
の
法
律
は
、
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
適
切
な
提
供
の
確
保
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
国
の
責
務
等
を

明
ら
か
に
し
、
及
び
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
適
切
な
提
供
の
確
保
に
関
す
る
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
に
つ
い
て
定

め
る
と
と
も
に
、
骨
髄

。
末

梢

血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
事
業
及
び
暦
帯
血
供
給
事
業
に
つ
い
て
必
要
な
規
制
及
び
助
成

を
行
う
こ
と
等
に
よ
り
、
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
適
切
な
提
供
の
確
保
を
図
り
、
も
っ
て
造
血
幹
細
胞
移
植
の
円
滑

か
つ
適
正
な
実
施
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（定
義
）

第
二
条
　
こ
の
法
律
に
お
い
て

「移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
」
と
は
、
移
植
に
用
い
る
骨
髄
、
移
植
に
用
い
る
末
梢
血
幹
細

胞
及
び
移
植
に
用
い
る
膚
帯
血
を
い
う
。

２
　
こ
の
法
律
に
お
い
て

「移
植
に
用
い
る
骨
髄
」
と
は
、
造
血
幹
細
胞
移
植

（造
血
機
能
障
害
を
伴
う
疾
病
そ
の
他
の
疾
病

で
あ
っ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
の
治
療
を
目
的
と
し
て
造
血
幹
細
胞
を
人
に
移
植
す
る
こ
と
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
に
用
い
る
た
め
に
採
取
さ
れ
る
人
の
骨
髄
を
い
う
。

３
　
こ
の
法
律
に
お
い
て

「移
植
に
用
い
る
末
梢
血
幹
細
胞
」
と
は
、
造
血
幹
細
胞
移
植
に
用
い
る
た
め
に
採
取
さ
れ
る
人
の

末
梢
血
幹
細
胞
を
い
う
。



４
　
こ
の
法
律
に
お
い
て

「移
植
に
用
い
る
膚
帯
血
」
と
は
、
造
血
幹
細
胞
移
植
に
用
い
る
た
め
に
採
取
さ
れ
る
人
の
暦
帯
血

（当
該
採
取
の
後
造
血
幹
細
胞
移
植
に
適
す
る
よ
う
調
製
さ
れ
た
も
の
を
含
む
。
）
を
い
う
。

５
　
こ
の
法
律
に
お
い
て

「骨
髄

・
末
梢
血
幹
細
胞
提
供
あ

っ
せ
ん
事
業
」
と
は
、
移
植
に
用
い
る
骨
髄
又
は
移
植
に
用
い
る

末
梢
血
幹
細
胞
の
提
供
の
あ
っ
せ
ん

（以
下

「骨
髄

ｏ
末
梢
血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
業
務
」
と
い
う
。
）
を
行
う
事
業
を

い
う
。

６
　
こ
の
法
律
に
お
い
て

「膳
帯
血
供
給
事
業
」
と
は
、
移
植
に
用
い
る
暦
帯
血
の
提
供
に
つ
い
て
、
そ
の
採
取
、
調
製
、
保

存
、
検
査
及
び
引
渡
し

（情
報
管
理
そ
の
他
こ
れ
ら
の
業
務
に
付
随
し
、
又
は
関
連
す
る
業
務
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
業
務
を
含
む
。
以
下

「膀
帯
血
供
給
業
務
」
と
い
う
。
）
を
行
う
事
業

（移
植
に
用
い
る
膀
帯
血
を
採
取
さ
れ
る
者
の

委
託
に
よ
り
当
該
移
植
に
用
い
る
暦
帯
血
を
当
該
者
又
は
そ
の
親
族
が
用
い
る
た
め
に
踏
帯
血
供
給
業
務
を
行
う
も
の
を
除

く
。
）
を
い
う
。

（基
本
理
念
）

第
三
条
　
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
に
つ
い
て
は
、
造
血
幹
細
胞
移
植
を
必
要
と
す
る
者
が
造
血
幹
細
胞
移
植
を
受
け
る
機

会
が
十
分
に
確
保
さ
れ
る
こ
と
を
旨
と
し
て
、
そ
の
提
供
の
促
進
が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三



四

２
　
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
提
供
は
、
任
意
に
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
造
血
幹
細
胞
移
植
を
必
要
と
す
る
者
が
造
血
幹
細
胞
移
植
を
受
け
る

機
会
が
公
平
に
与
え
ら
れ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
が
人
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に

鑑
み
、
そ
の
安
全
性
が
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
移
植
に
用
い
る
骨
髄
及
び
移
植
に
用
い
る
末
梢
血
幹
細
胞
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
そ
の
採
取
に
身
体
的
負
担
を
伴
う
こ
と

に
鑑
み
、
移
植
に
用
い
る
骨
髄
又
は
移
植
に
用
い
る
末
梢
血
幹
細
胞
を
提
供
す
る
者
の
健
康
の
保
護
が
十
分
に
図
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

６
　
移
植
に
用
い
る
膚
帯
血
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
移
植
に
用
い
る
暦
帯
血
の
特
性
及
び
そ
の
提
供
に
調
製
、
保
存
等
の
過
程

を
伴
う
こ
と
に
鑑
み
、
そ
の
安
全
性
そ
の
他
の
品
質
の
確
保
が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（国
の
責
務
）

第
四
条
　
国
は
、
前
条
の
基
本
理
念

（次
条
に
お
い
て

「基
本
理
念
」
と
い
う
。
）
に
の
っ
と
り
、
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細

胞
の
適
切
な
提
供
の
確
保
に
関
す
る
施
策
を
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
。



（地
方
公
共
団
体
の
責
務
）

第
五
条
　
地
方
公
共
団
体
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
国
と
の
適
切
な
役
割
分
担
を
踏
ま
え
て
、
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細

胞
の
適
切
な
提
供
の
確
保
に
関
す
る
施
策
を
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
。

（造
血
幹
細
胞
提
供
関
係
事
業
者
等
の
責
務
）

第
六
条
　
第
十
九
条
に
規
定
す
る
骨
髄

・
末
梢
血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
事
業
者
及
び
第
三
十
二
条
に
規
定
す
る
磨
帯
血
供
給

事
業
者

（以
下

「造
血
幹
細
胞
提
供
関
係
事
業
者
」
と
い
う
。
）
並
び
に
第
四
十
四
条
第

一
項
に
規
定
す
る
支
援
機
関
は
、

移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
提
供
に
お
い
て
中
核
的
な
役
割
を
果
た
す
べ
き
こ
と
に
鑑
み
、
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞

の
適
切
な
提
供
の
確
保
に
積
極
的
に
寄
与
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（医
療
関
係
者
の
責
務
）

第
七
条
　
医
師
そ
の
他
の
医
療
関
係
者
は
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
が
講
ず
る
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
適
切
な
提
供
の

確
保
に
関
す
る
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
医
療
機
関
の
開
設
者
及
び
管
理
者
は
、
第
十
二
条
の
健
康
等
の
状
況
の
把
握
及
び
分
析
の
た
め
の
取
組
に
必
要
な
情
報
の

提
供
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

五



ハ

（関
係
者
の
連
携
）

第
八
条
　
国
、
地
方
公
共
団
体
、
造
血
幹
細
胞
提
供
関
係
事
業
者
、
第
四
十
四
条
第

一
項
に
規
定
す
る
支
援
機
関
及
び
医
療
関

係
者
は
、
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
適
切
な
提
供
の
確
保
を
図
る
た
め
、
相
互
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
協
力
す
る
よ
う

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
章
　
基
本
方
針

第
九
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
適
切
な
提
供
の
確
保
を
図
る
た
め
の
基
本
的
な
方
針

（以
下
こ

の
条
に
お
い
て

「基
本
方
針
」
と
い
う
。
）
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

２
　
基
本
方
針
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一　
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
適
切
な
提
供
の
確
保
に
関
す
る
基
本
的
な
方
向

一
一　
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
提
供
の
目
標
そ
の
他
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
提
供
の
促
進
に
関
す
る
事
項

〓
一　
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
安
全
性
の
確
保
に
関
す
る
事
項

四
　
そ
の
他
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
適
切
な
提
供
の
確
保
に
関
し
必
要
な
事
項

３
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
基
本
方
針
を
定
め
、
又
は
こ
れ
を
変
更
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら



な
い
。第

二
章
　
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
適
切
な
提
供
の
確
保
の
た
め
の
施
策

（国
民
の
理
解
の
増
進
）

第
十
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
教
育
活
動
、
広
報
活
動
等
を
通
じ
て
、
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
適
切
な
提
供
の

確
保
に
関
す
る
国
民
の
理
解
を
深
め
る
よ
う
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（情
報
の

一
体
的
な
提
供
）

第
十

一
条
　
国
は
、
造
血
幹
細
胞
移
植
を
行
お
う
と
す
る
医
師
そ
の
他
の
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
を
必
要
と
す
る
者
に
対

し
て
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
提
供
に
関
す
る
情
報
が

一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す

ス

υ

。（提
供
者
等
の
健
康
等
の
状
況
の
把
握
及
び
分
析
の
た
め
の
取
組
の
支
援
）

第
十
二
条
　
国
は
、
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
適
切
な
提
供
の
確
保
に
資
す
る
よ
う
、
移
植
に
用
い
る
骨
髄
又
は
移
植
に

用
い
る
末
梢
血
幹
細
胞
を
提
供
し
た
者
及
び
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
提
供
を
受
け
た
者
の
健
康
等
の
状
況
の
把
握
及

び
分
析
の
た
め
の
取
組
を
支
援
す
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

七



八

（造
血
幹
細
胞
提
供
関
係
事
業
者
の
安
定
的
な
事
業
運
営
の
確
保
）

第
十
三
条
　
国
は
、
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
適
切
な
提
供
の
確
保
に
資
す
る
よ
う
、
造
血
幹
細
胞
提
供
関
係
事
業
者
の

安
定
的
な
事
業
の
運
営
を
確
保
す
る
た
め
、
財
政
上
の
措
置
そ
の
他
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（研
究
開
発
の
促
進
等
）

第
十
四
条
　
国
は
、
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
適
切
な
提
供
の
確
保
に
資
す
る
研
究
開
発
の
促
進
及
び
そ
の
成
果
の
普
及

に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（国
際
協
力
の
推
進
）

第
十
五
条
　
国
は
、
移
植
に
用
い
る
磨
帯
血
の
品
質
の
確
保
に
係
る
国
際
的
な
技
術
協
力
そ
の
他
の
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細

胞
の
提
供
に
関
す
る
国
際
協
力
の
推
進
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（移
植
に
用
い
る
骨
髄
及
び
移
植
に
用
い
る
末
梢
血
幹
細
胞
の
採
取
に
係
る
医
療
提
供
体
制
の
整
備
）

第
十
六
条
　
国
は
、
移
植
に
用
い
る
骨
髄
及
び
移
植
に
用
い
る
末
梢
血
幹
細
胞
の
提
供
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
移
植
に
用

い
る
骨
髄
及
び
移
植
に
用
い
る
末
梢
血
幹
細
胞
の
採
取
に
係
る
医
療
提
供
体
制
の
整
備
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す

る

。



第
四
章
　
骨
髄

。
末
梢
血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
事
業

（骨
髄

・
末
梢
血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
事
業
の
許
可
）

第
十
七
条
　
骨
髄

・
末
梢
血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
事
業
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

厚
生
労
働
大
臣
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（許
可
の
基
準
）

第
十
八
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
条
の
許
可
の
申
請
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
で
な
け
れ

ば
、
同
条
の
許
可
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

一　
営
利
を
目
的
と
し
て
そ
の
事
業
を
行
お
う
と
す
る
者
で
な
い
こ
と
。

一
一　
移
植
に
用
い
る
骨
髄
又
は
移
植
に
用
い
る
末
梢
血
幹
細
胞
の
安
全
性
の
確
保
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ

と

。

〓
一　
移
植
に
用
い
る
骨
髄
又
は
移
植
に
用
い
る
末
梢
血
幹
細
胞
を
提
供
す
る
者
の
健
康
の
保
護
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講

じ
て
い
る
こ
と
。

四
　
そ
の
事
業
を
公
平
か
つ
適
正
に
行
わ
な
い
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
。

■
ノ



一
〇

五
　
申
請
者
が
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
。

イ
　
成
年
被
後
見
人
若
し
く
は
被
保
佐
人
又
は
破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て
復
権
を
得
な
い
者

口
　
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た

日
か
ら
三
年
を
経
過
し
な
い
者

ハ
　
第
二
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
三
年
を
経
過
し
な
い
者

（当
該
許
可
を

取
り
消
さ
れ
た
者
が
法
人

（法
人
で
な
い
団
体
で
代
表
者
又
は
管
理
人
の
定
め
の
あ
る
も
の
を
含
む
。
第
六
十
条
第
二

項
を
除
き
、
以
下
同
じ
。
）
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
取
消
し
の
処
分
に
係
る
行
政
手
続
法

（平
成
五
年
法
律

第
八
十
八
号
）
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
あ
っ
た
日
前
六
十
日
以
内
に
当
該
法
人
の
役
員

（法
人
で
な
い
団
体

で
代
表
者
又
は
管
理
人
の
定
め
の
あ
る
も
の
の
代
表
者
又
は
管
理
人
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
っ
た
者
で
当
該
取

消
し
の
日
か
ら
三
年
を
経
過
し
な
い
も
の
を
含
む
。
）

二
　
法
人
で
そ
の
役
員
の
う
ち
に
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
の
あ
る
も
の

（安
全
性
の
確
保
）

第
十
九
条
　
第
十
七
条
の
許
可
を
受
け
た
者

（以
下

「骨
髄

・
末
梢
血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
事
業
者
」
と
い
う
。
）
は
、
移



植
に
用
い
る
骨
髄
又
は
移
植
に
用
い
る
末
梢
血
幹
細
胞
の
安
全
性
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
こ
れ
ら
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
者

の
感
染
症
等
へ
の
罹
患
に
つ
い
て
の
調
査
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（提
供
者
の
健
康
の
保
護
等
の
た
め
の
措
置
）

第
二
十
条
　
骨
髄

・
末
梢
血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
事
業
者
は
、
移
植
に
用
い
る
骨
髄
又
は
移
植
に
用
い
る
末
梢
血
幹
細
胞
を

提
供
す
る
者
に
対
す
る
健
康
診
断
の
実
施
そ
の
他
の
移
植
に
用
い
る
骨
髄
又
は
移
植
に
用
い
る
末
梢
血
幹
細
胞
を
提
供
す
る

者
の
健
康
の
保
護
の
た
め
の
措
置
及
び
移
植
に
用
い
る
骨
髄
又
は
移
植
に
用
い
る
末
梢
血
幹
細
胞
の
採
取
に
伴
う
健
康
被
害

の
補
償
の
た
め
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（採
取
に
当
た
っ
て
の
説
明
及
び
同
意
）

第
二
十

一
条
　
骨
髄

。
末
梢
血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
事
業
者
は
、
移
植
に
用
い
る
骨
髄
又
は
移
植
に
用
い
る
末
梢
血
幹
細
胞

の
採
取
に
当
た
っ
て
は
、
移
植
に
用
い
る
骨
髄
又
は
移
植
に
用
い
る
末
梢
血
幹
細
胞
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
、
こ

れ
ら
の
採
取
に
伴
う
身
体
的
負
担
、
こ
れ
ら
の
安
全
性
の
確
保
に
関
し
協
力
す
べ
き
事
項
そ
の
他
こ
れ
ら
の
採
取
に
関
し
必

要
な
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
説
明
を
行
い
、
そ
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（秘
密
保
持
義
務
）

三



一
二

第
二
十
二
条
　
骨
髄

・
末
梢
血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
事
業
者

（そ
の
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
役
員
）
若

し
く
は
そ
の
職
員
又
は
こ
れ
ら
の
者
で
あ
っ
た
者
は
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
骨
髄

・
末
梢
血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
業
務

に
関
し
て
知
り
得
た
人
の
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

（帳
簿
の
備
付
け
等
）

第
二
十
三
条
　
骨
髄

・
末
梢
血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
事
業
者
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
骨
髄

・
末
梢

血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
業
務
に
関
す
る
事
項
で
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
記
載
し
た
帳
簿
を
備
え
付
け
、
こ
れ
を

保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（報
告
の
徴
収
等
）

第
二
十
四
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
こ
の
章
の
規
定
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
骨
髄

・
末
梢
血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ

ん
事
業
者
に
対
し
、
骨
髄

。
末
梢
血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
業
務
に
関
し
必
要
な
報
告
を
求
め
、
又
は
そ
の
職
員
に
、
骨

髄

・
末
梢
血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
事
業
者
の
事
務
所
そ
の
他
の
施
設
に
立
ち
入
り
、
骨
髄

。
末
梢
血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ

ん
業
務
の
状
況
若
し
く
は
帳
簿
、
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
、
若
し
く
は
関
係
者
に
質
問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
立
入
検
査
又
は
質
問
を
す
る
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
関
係
者
に
提
示
し
な



け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
及
び
質
問
の
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

（改
善
命
令
）

第
二
十
五
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
骨
髄

・
末
梢
血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
業
務
の
運
営
に
関
し
改
善
が
必
要
で
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
そ
の
必
要
の
限
度
に
お
い
て
、
骨
髄

・
末
梢
血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
事
業
者
に
対
し
、
そ
の
改
善
に
必
要
な

措
置
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（事
業
の
休
廃
止
）

第
二
十
六
条
　
骨
髄

・
末
梢
血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
事
業
者
は
、
骨
髄

・
末
梢
血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
事
業
の
全
部
又
は

一
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
旨

を
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（許
可
の
取
消
し
等
）

第
二
十
七
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
骨
髄

・
末
梢
血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
事
業
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と

き
は
、
そ
の
許
可
を
取
り
消
し
、
又
は
六
月
以
内
の
期
間
を
定
め
て
骨
髄

ｏ
末
梢
血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
事
業
の
全
部
若

一
一一一



一
四

し
く
は

一
部
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

一　

第
十
八
条
第
五
号
イ
、
口
又
は
二
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
。

一
一　
こ
の
章
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

〓
一　
第
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

（補
助
）

第
二
十
八
条
　
国
は
、
骨
髄

・
末
梢
血
幹
細
胞
提
供
あ

っ
せ
ん
事
業
者
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
骨
髄

・
末
梢
血

幹
細
胞
提
供
あ

っ
せ
ん
事
業
に
要
す
る
費
用
の

一
部
を
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（厚
生
労
働
大
臣
の
援
助
）

第
二
十
九
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
骨
髄

。
末
梢
血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
事
業
者
に
対
し
、
移
植
に
用
い
る
骨
髄
又
は
移
植

に
用
い
る
末
梢
血
幹
細
胞
の
適
切
な
提
供
の
確
保
の
た
め
に
必
要
な
助
言
、
指
導
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
五
章
　
膳
帯
血
供
給
事
業

（暦
帯
血
供
給
事
業
の
許
可
）



第
三
十
条
　
暦
帯
血
供
給
事
業
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
厚
生
労
働
大
臣
の
許
可

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（許
可
の
基
準
）

第
二
十

一
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
条
の
許
可
の
申
請
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
で
な
け

れ
ば
、
同
条
の
許
可
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

一　
営
利
を
目
的
と
し
て
そ
の
事
業
を
行
お
う
と
す
る
者
で
な
い
こ
と
。

一
一　
そ
の
業
務
の
方
法
が
次
条
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。

〓
一　
そ
の
事
業
を
公
平
か
つ
適
正
に
行
わ
な
い
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
。

四
　
申
請
者
が
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
。

イ
　
成
年
被
後
見
人
若
し
く
は
被
保
佐
人
又
は
破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て
復
権
を
得
な
い
者

口
　
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た

日
か
ら
三
年
を
経
過
し
な
い
者

ハ
　
第
四
十

一
条
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
三
年
を
経
過
し
な
い
者

（当
該
許
可
を

一
五



一　
エハ

取
り
消
さ
れ
た
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
取
消
し
の
処
分
に
係
る
行
政
手
続
法
第
十
五
条
の
規
定
に

よ
る
通
知
が
あ
っ
た
日
前
六
十
日
以
内
に
当
該
法
人
の
役
員
で
あ
っ
た
者
で
当
該
取
消
し
の
日
か
ら
三
年
を
経
過
し
な

い
も
の
を
含
む
。
）

二
　
法
人
で
そ
の
役
員
の
う
ち
に
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
の
あ
る
も
の

（品
質
の
確
保
に
関
す
る
基
準
の
遵
守
）

第
二
十
二
条
　
第
二
十
条
の
許
可
を
受
け
た
者

（以
下

「膳
帯
血
供
給
事
業
者
」
と
い
う
。
）
は
、
磨
帯
血
供
給
事
業
を
行
う

に
当
た
っ
て
は
、
磨
帯
血
供
給
業
務
の
方
法
に
関
し
て
移
植
に
用
い
る
暦
帯
血
の
安
全
性
そ
の
他
の
品
質
の
確
保
の
た
め
に

必
要
な
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（採
取
に
当
た
っ
て
の
説
明
及
び
同
意
）

第
二
十
三
条
　
磨
帯
血
供
給
事
業
者
は
、
移
植
に
用
い
る
膚
帯
血
の
採
取
に
当
た
っ
て
は
、
移
植
に
用
い
る
磨
帯
血
を
提
供
し

よ
う
と
す
る
妊
婦
に
対
し
、
採
取
し
た
移
植
に
用
い
る
暦
帯
血
の
使
途
、
移
植
に
用
い
る
暦
帯
血
の
安
全
性
の
確
保
に
関
し

協
力
す
べ
き
事
項
そ
の
他
移
植
に
用
い
る
暦
帯
血
の
採
取
に
関
し
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
説
明
を
行
い
、
そ
の
同
意

を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



（支
援
機
関
に
対
す
る
情
報
の
提
供
）

第
二
十
四
条
　
磨
帯
血
供
給
事
業
者
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
保
存
す
る
移
植
に
用
い
る
暦
帯
血

に
関
し
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
情
報
を
第
四
十
四
条
第

一
項
に
規
定
す
る
支
援
機
関
に
対
し
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（研
究
目
的
で
の
利
用
及
び
提
供
）

第
三
十
五
条
　
暦
帯
血
供
給
事
業
者
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
暦
帯
血
供
給
業
務
の
遂
行
に
支
障
の
な
い

範
囲
内
に
お
い
て
、
そ
の
採
取
し
た
移
植
に
用
い
る
磨
帯
血
を
研
究
の
た
め
に
自
ら
利
用
し
、
又
は
提
供
す
る
こ
と
が
で
き

る

。（秘
密
保
持
義
務
）

第
三
十
六
条
　
膚
帯
血
供
給
事
業
者

（そ
の
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ

っ
て
は
、
そ
の
役
員
）
若
し
く
は
そ
の
職
員
又
は
こ

れ
ら
の
者
で
あ
っ
た
者
は
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
腑
帯
血
供
給
業
務
に
関
し
て
知
り
得
た
人
の
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら

な
い
。

（帳
簿
の
備
付
け
等
）

第
三
十
七
条
　
膳
帯
血
供
給
事
業
者
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
膀
帯
血
供
給
業
務
に
関
す
る
事
項
で
厚

．
七



一
八

生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
記
載
し
た
帳
簿
を
備
え
付
け
、
こ
れ
を
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（報
告
の
徴
収
等
）

第
三
十
八
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
こ
の
章
の
規
定
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
磨
帯
血
供
給
事
業
者
に
対
し
、
膳
帯

血
供
給
業
務
に
関
し
必
要
な
報
告
を
求
め
、
又
は
そ
の
職
員
に
、
膀
帯
血
供
給
事
業
者
の
事
務
所
そ
の
他
の
施
設
に
立
ち
入

り
、
暦
帯
血
供
給
業
務
の
状
況
若
し
く
は
帳
簿
、
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
、
若
し
く
は
関
係
者
に
質
問
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
立
入
検
査
又
は
質
問
を
す
る
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
関
係
者
に
提
示
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
及
び
質
問
の
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

（改
善
命
令
）

第
三
十
九
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
膳
帯
血
供
給
業
務
の
運
営
に
関
し
改
善
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
必
要
の

限
度
に
お
い
て
、
磨
帯
血
供
給
事
業
者
に
対
し
、
そ
の
改
善
に
必
要
な
措
置
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（事
業
の
休
廃
止
）



第
四
十
条
　
暦
帯
血
供
給
事
業
者
は
、
暦
帯
血
供
給
事
業
の
全
部
又
は

一
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
旨
を
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（許
可
の
取
消
し
等
）

第
四
十

一
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
磨
帯
血
供
給
事
業
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
許
可
を
取
り

消
し
、
又
は
六
月
以
内
の
期
間
を
定
め
て
膚
帯
血
供
給
事
業
の
全
部
若
し
く
は

一
部
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

一　
第
三
十

一
条
第
四
号
イ
、
口
又
は
二
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
。

一
一　
こ
の
章
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

〓
一　
第
三
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

（補
助
）

第
四
十
二
条
　
国
は
、
磨
帯
血
供
給
事
業
者
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
暦
帯
血
供
給
事
業
に
要
す
る
費
用
の

一
部

を
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（厚
生
労
働
大
臣
の
援
助
）

第
四
十
三
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
暦
帯
血
供
給
事
業
者
に
対
し
、
移
植
に
用
い
る
暦
帯
血
の
品
質
の
確
保
そ
の
他
移
植
に
用

．
九



二
〇

い
る
暦
帯
血
の
適
切
な
提
供
の
確
保
の
た
め
に
必
要
な
助
言
、
指
導
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
章
　
造
血
幹
細
胞
提
供
支
援
機
関

（支
援
機
関
の
指
定
）

第
四
十
四
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
営
利
を
目
的
と
し
な
い
法
人
で
あ
っ
て
、
次
条
各
号
に
掲
げ
る
業
務

（以
下

「支
援
業

務
」
と
い
う
。
）
を
適
正
か
つ
確
実
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
、
そ
の
申
請
に
よ
り
、
全
国
を
通
じ
て

一
個
に
限
り
、
造
血
幹
細
胞
提
供
支
援
機
関

（以
下

「支
援
機
関
」
と
い
う
。
）
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
た
と
き
は
、
支
援
機
関
の
名
称
、
住
所
及
び
事
務
所
の
所
在
地
を
公

示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
支
援
機
関
は
、
そ
の
名
称
、
住
所
又
は
事
務
所
の
所
在
地
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
旨
を
厚

生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
届
出
に
係
る
事
項
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

（支
援
機
関
の
業
務
）

い



第
四
十
五
条
　
支
援
機
関
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。

一　
移
植
に
用
い
る
骨
髄
又
は
移
植
に
用
い
る
末
梢
血
幹
細
胞
を
提
供
す
る
意
思
が
あ
る
者
の
登
録
そ
の
他
造
血
幹
細
胞
提

供
関
係
事
業
者
の
行
う
骨
髄

・
末
梢
血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
事
業
及
び
暦
帯
血
供
給
事
業
に
必
要
な
協
力
を
行
う
こ
と
。

一
一　
造
血
幹
細
胞
提
供
関
係
事
業
者
の
行
う
骨
髄

・
末
梢
血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
事
業
及
び
膀
帯
血
供
給
事
業
に
つ
い
て
、

必
要
な
連
絡
調
整
を
行
う
こ
と
。

〓
一　
第

一
号
の
登
録
を
し
た
者
に
係
る
移
植
に
用
い
る
骨
髄
及
び
移
植
に
用
い
る
末
梢
血
幹
細
胞
に
関
す
る
情
報
並
び
に
第

三
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
膀
帯
血
供
給
事
業
者
か
ら
提
供
さ
れ
た
移
植
に
用
い
る
情
帯
血
に
関
す
る
情
報
を

一
元
的
に
管

理
し
、
並
び
に
こ
れ
ら
の
情
報
を
造
血
幹
細
胞
移
植
を
行
お
う
と
す
る
医
師
そ
の
他
の
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
を
必

要
と
す
る
者
に
提
供
す
る
こ
と
。

四
　
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
提
供
に
関
す
る
普
及
啓
発
を
行
う
こ
と
。

（秘
密
保
持
義
務
）

第
四
十
六
条
　
支
援
機
関
の
役
員
若
し
く
は
職
員
又
は
こ
れ
ら
の
職
に
あ
っ
た
者
は
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
支
援
業
務
に
関

し
て
知
り
得
た
人
の
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

二

一



一
一
二

（帳
簿
の
備
付
け
等
）

第
四
十
七
条
　
支
援
機
関
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
支
援
業
務
に
関
す
る
事
項
で
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
も
の
を
記
載
し
た
帳
簿
を
備
え
付
け
、
こ
れ
を
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（報
告
の
徴
収
等
）

第
四
十
八
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
支
援
業
務
の
適
正
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
支
援
機
関
に
対

し
、
支
援
業
務
に
関
し
必
要
な
報
告
を
求
め
、
又
は
そ
の
職
員
に
、
支
援
機
関
の
事
務
所
そ
の
他
の
施
設
に
立
ち
入
り
、
支

援
業
務
の
状
況
若
し
く
は
帳
簿
、
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
、
清
し
く
は
関
係
者
に
質
問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
立
入
検
査
又
は
質
問
を
す
る
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
関
係
者
に
提
示
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
及
び
質
問
の
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

（監
督
命
令
）

第
四
十
九
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
支
援
業
務
の
適
正
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
支
援
機
関
に
対

し
、
支
援
業
務
に
関
し
監
督
上
必
要
な
命
令
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



（業
務
の
休
廃
止
）

第
五
十
条
　
支
援
機
関
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
、
支
援
業
務
の
全
部
又
は

一
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
止

し
て
は
な
ら
な
い
。

（指
定
の
取
消
し
）

第
五
十

一
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
支
援
機
関
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
第
四
十
四
条
第

一
項
の
規
定

に
よ
る
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

一　

支
援
業
務
を
適
正
か
つ
確
実
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

一
一　
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

２
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
取
り
消
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（補
助
）

第
五
十
二
条
　
国
は
、
支
援
機
関
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
支
援
業
務
に
要
す
る
費
用
の

一
部
を
補
助
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
七
章
　
雑
則

一
一三



一
一
四

（経
過
措
置
）

第
五
十
三
条
　
こ
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
省
令
を
制
定
し
、
又
は
改
廃
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
厚
生
労
働

省
令
で
、
そ
の
制
定
又
は
改
廃
に
伴
い
合
理
的
に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
範
囲
内
に
お
い
て
、
所
要
の
経
過
措
置

（罰
則
に
関

す
る
経
過
措
置
を
含
む
。
）
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（厚
生
労
働
省
令

へ
の
委
任
）

第
五
十
四
条
　
こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
実
施
の
た
め
の
手
続
そ
の
他
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要

な
事
項
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
。

第
八
章
　

訓̈
則

第
五
十
五
条
　
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
三
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又

は
こ
れ
を
併
科
す
る
。

一　
第
十
七
条
の
許
可
を
受
け
な
い
で
骨
髄

・
末
梢
血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
事
業
を
行
っ
た
者

一
一　
第
二
十
条
の
許
可
を
受
け
な
い
で
暦
帯
血
供
給
事
業
を
行
っ
た
者

第
五
十
六
条
　
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、

一
年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。



一　

第
二
十
二
条
、
第
三
十
六
条
又
は
第
四
十
六
条
の
規
定
に
違
反
し
て
秘
密
を
漏
ら
し
た
者

一
一　
第
二
十
七
条
又
は
第
四
十

一
条
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
停
止
の
命
令
に
違
反
し
た
者

第
五
十
七
条
　
第
二
十
五
条
又
は
第
三
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
者
は
、
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
五
十
八
条
　
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一　
第
二
十
三
条
又
は
第
二
十
七
条
の
規
定
に
違
反
し
て
帳
簿
を
備
え
付
け
ず
、
帳
簿
に
記
載
せ
ず
、
若
し
く
は
帳
簿
に
虚

偽
の
記
載
を
し
、
又
は
帳
簿
を
保
存
し
な
か
っ
た
者

一
一　
第
二
十
四
条
第

一
項
若
し
く
は
第
三
十
八
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
又

は
第
二
十
四
条
第

一
項
若
し
く
は
第
三
十
八
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
、
若
し

く
は
第
二
十
四
条
第

一
項
若
し
く
は
第
三
十
八
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
に
対
し
て
答
弁
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽

の
答
弁
を
し
た
者

〓
一　
第
二
十
六
条
又
は
第
四
十
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
者

第
五
十
九
条
　
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
支
援
機
関
の
役
員
又
は
職
員
は
、
五
十

万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

二
五



一
一六

一　

第
四
十
七
条
の
規
定
に
違
反
し
て
帳
簿
を
備
え
付
け
ず
、
帳
簿
に
記
載
せ
ず
、
若
し
く
は
帳
簿
に
虚
偽
の
記
載
を
し
、

又
は
帳
簿
を
保
存
し
な
か
っ
た
と
き
。

一
一　
第
四
十
八
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
を

拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
、
若
し
く
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
に
対
し
て
答
弁
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答

弁
を
し
た
と
き
。

〓
一　
第
五
十
条
の
許
可
を
受
け
な
い
で
、
支
援
業
務
の
全
部
を
廃
止
し
た
と
き
。

第
六
十
条
　
法
人
の
代
表
者
若
し
く
は
管
理
人
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人

又
は
人
の
業
務
に
関
し
、
第
五
十
五
条
か
ら
第
五
十
八
条
ま
で

（第
五
十
六
条
第

一
号
を
除
く
。
）
の
違
反
行
為
を
し
た
と

き
は
、
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
又
は
人
に
対
し
て
も
、
各
本
条
の
罰
金
刑
を
科
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
法
人
で
な
い
団
体
を
処
罰
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
代
表
者
又
は
管
理
人
が
そ
の
訴
訟
行
為
に
つ
き
そ

の
団
体
を
代
表
す
る
ほ
か
、
法
人
を
被
告
人
又
は
被
疑
者
と
す
る
場
合
の
刑
事
訴
訟
に
関
す
る
法
律
の
規
定
を
準
用
す
る
。

附
　
則

（施
行
期
日
）



第

一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て

一
年
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す

る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一　

附
則
第
四
条
の
規
定
　
公
布
の
日

一
一　
次
条
の
規
定
　
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て

一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日

（準
備
行
為
）

第
二
条
　
第
四
十
四
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
及
び
こ
れ
に
関
し
必
要
な
手
続
そ
の
他
の
行
為
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
前

に
お
い
て
も
、
同
条
の
規
定
の
例
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（骨
髄

。
末
梢
血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
事
業
及
び
膚
帯
血
供
給
事
業
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
骨
髄

・
末
梢
血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
事
業
又
は
膳
帯
血
供
給
事
業
を
行
っ
て
い
る
者

は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
三
月
間

（当
該
期
間
内
に
第
十
七
条
又
は
第
三
十
条
の
許
可
の
申
請
に
つ
い
て
不
許
可
の

処
分
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
処
分
の
あ
っ
た
日
ま
で
の
間
）
は
、
第
十
七
条
又
は
第
三
十
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
引

き
続
き
骨
髄

・
末
梢
血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
事
業
又
は
暦
帯
血
供
給
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
者
が
そ
の
期
間

内
に
第
十
七
条
又
は
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
期
間
を
経
過
し
た
と
き
は
、
そ

二
七



二
八

の
申
請
に
つ
い
て
許
可
又
は
不
許
可
の
処
分
が
あ
る
ま
で
の
間
も
、
同
様
と
す
る
。

（そ
の
他
の
経
過
措
置
の
政
令

へ
の
委
任
）

第
四
条
　
ユ聖

一条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（厚
生
労
働
省
設
置
法
の

一
部
改
正
）

第
五
条
　
厚
生
労
働
省
設
置
法

（平
成
十

一
年
法
律
第
九
十
七
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第

一
項
第
二
十
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

二
十
の
二
　
造
血
幹
細
胞
移
植
に
関
す
る
こ
と
。



理
　
由

移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
適
切
な
提
供
の
確
保
を
図
り
、
も
っ
て
造
血
幹
細
胞
移
植
の
円
滑
か
つ
適
正
な
実
施
に
資
す

る
た
め
、
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
適
切
な
提
供
の
確
保
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
国
の
責
務
等
を
明
ら
か
に
し
、

及
び
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
適
切
な
提
供
の
確
保
に
関
す
る
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
と
と
も
に
、

骨
髄

ｏ
末
梢
血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
事
業
及
び
磨
帯
血
供
給
事
業
に
つ
い
て
必
要
な
規
制
及
び
助
成
を
行
う
等
の
必
要
が
あ

る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。

二
九



◎
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
適
切
な
提
供
の
確
保
に
関
す
る
法
律
案
新
旧
対
照
表

○
厚
生
労
働
省
設
置
法

（平
成
十

一
年
法
律
第
九
十
七
号
）

（抄
）

（附
則
第
五
条
関
係
）

（傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

（所
掌
事
務
）

第
四
条
　
厚
生
労
働
省
は
、
ユ剛
条
の
任
務
を
達
成
す
る
た
め
、

を
つ
か
さ
ど
る
。

一
～
十
九

　

〔略
〕

二
十
　
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
こ
と
。

コニ
ト

一
～
百
十

一
　

〔略
〕

２

　

〔略
〕

次
に
掲
げ
る
事
務

改

正

案

（所
掌
事
務
）

第
四
条
　
厚
生
労
働
省
は
、
前
条
の
任
務
を
達
成
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
事
務

を
つ
か
さ
ど
る
。

一
～
十
九

　

〔略
〕

二
十
　
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
こ
と
。

〔新
設
〕

二
十

一
～
百
十

一

２

　

〔略
〕

〔略
〕

現

一
∫




